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「
円
乗
院
本
殿
修
築
記
念
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
一
三

記
念
碑

町
田
寅
吉

―

町
田
寅
吉

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

井
原
赤
太
郎

一
九
二
六
・
大
正
一
五

本
町
西

円
乗
院

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
円
乗
院
本
殿
の
修
築
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
円
乗
院
の
歴
史
な
ど
も
記
さ
れ

て
い
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面

○
写
真
２

題
額
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○
写
真
３

石
碑
背
面

○
写
真
４

「
碑
記
」

○
写
真
５

「
碑
記
」
部
分



- 3 -

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額記念碑

大
僧
正
寂
如

時
年
八
十

＊
寄
附
者
名
（
略
）

（
背
面
）

◎
碑
記

埼
玉
縣
北
足
立
郡
與
野
町
安
養
山
圓
乘
院

本
堂
修
築
之
記

當
山
始
建
久
年
閒
畠
山
重
忠
剏
建
堂
宇
扵
道
塲

村
中
世
四
百
□
經
幾
多
興
廢
慶
長
初
年
賢
明
上

人
移
伽
藍
於
當
所
爲
中
興
祖
焉
德
川
二
代
将
軍

秀
忠
公
附
寺
領
十
有
五
石
之
朱
印
爾
来
法
流
相

承
甍
楹
相
望
七
堂
輪
晏
焉
文
乆
二
壬
戌
□
二
月

十
六
日
□
囘
禄
之
災
闔
院
盡
歸
灰
燼
矣
同
苔
九

月
第
二
十
六
世
尊
清
和
尚
企
圖
伽
藍
再
興
元
治

元
年
造
營
庫
裡
慶
應
三
苔
本
堂
起
工
由
境
内
被

災
之
地
藏
杉
一
株
採
取
柱
六
十
七
本
是
現
本
堂

杉
柱
也
明
治
四
年
朱
印
上
地
工
半
而
和
尚
遷
化

矣
同
十
六
年
第
二
十
七
世
榮
運
代
調
甍
為
天
井

之
一
部
與
雨
戸
之
備
翌
十
七
年
二
月
示
寂
其
後
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檀
徒
町
田
武
右
衞
門
中
村
重
次
郎
等
募
浄
財
而

盡
力
造
營
然
未
至
完
備
也
大
正
九
庚
申
年
秋
得

檀
徒
賛
助
改
屋
根
于
寶
形
修
合
天
井
廻
廊
其
他

造
作
以
成
落
慶
入
佛
之
美
善
矣
于
時
大
正
十
五

丙
寅
年
春
華
期
也

蓉
嶺
町
田
寅
吉
書

＊
工
事
関
係
者
等
名
（
略
）

＊
末
尾

鐵
心
井
原
赤
太
郎
刻

＊
異
体
字
等

○
扵

於
。

○
塲

場
。

○
晏

奐
。

○
乆

久
。

○
□

季
。

○
□

罹
。

○
囘

回
。

○
苔

年
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

記
念
碑

大
僧
正
寂
如
書

時
年
八
十

◎
碑
記

埼
玉
縣
北
足
立
郡
與
野
町
安
養
山
圓
乘
院
本
堂
修
築
之
記
。

當
山
、
始
建
久
年
閒
、
畠
山
重
忠
剏
建
堂
宇
於
道
塲
村
。

中
世
四
百
季
、
經
幾
多
興
廢
。

慶
長
初
年
、
賢
明
上
人
、
移
伽
藍
於
當
所
、
爲
中
興
祖
焉
。

德
川
二
代
將
軍
秀
忠
公
、
附
寺
領
十
有
五
石
之
朱
印
。

爾
來
、
法
流
相
承
、
甍
楹
相
望
、
七
堂
輪
奐
焉
。

文
久
二
壬
戌
季
二
月
十
六
日
、
罹
回
禄
之
災
、
闔
院
盡
歸
灰
燼
矣
。

同
年
九
月
、
第
二
十
六
世
尊
清
和
尚
、
企
圖
伽
藍
再
興
。

元
治
元
年
、
造
營
庫
裡
。

慶
應
三
年
、
本
堂
起
工
、
由
境
内
被
災
之
地
藏
杉
一
株
、
採
取
柱
六
十
七
本
。

是
現
本
堂
杉
柱
也
。

明
治
四
年
、
朱
印
上
地
、
工
半
而
和
尚
遷
化
矣
。

同
十
六
年
、
第
二
十
七
世
榮
運
、
代
調
甍
爲
天
井
之
一
部
、
與
雨
戸
之
備
。

翌
十
七
年
二
月
、
示
寂
。

其
後
、
檀
徒
町
田
武
右
衞
門
中
村
重
次
郎
等
、
募
淨
財
而
盡
力
造
營
。
然
未
至
完
備
也
。

大
正
九
庚
申
年
秋
、
得
檀
徒
賛
助
、
改
屋
根
于
寶
形
、
修
合
天
井
。
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廻
廊
其
他
造
作
以
成
、
落
慶
入
佛
之
美
善
矣
。
于
時
大
正
十
五
丙
寅
年
、
春
華
期
也
。

蓉
嶺
町
田
寅
吉
書
。

＊
末
尾

鐵
心
井
原
赤
太
郎
刻

●
訓
訳

◎
題
額

記
念
碑

大
僧
正
寂
如
書
す
。

時
に
年
八
十
。

◎
碑
記

埼
玉
縣
北
足
立
郡
與
野
町
安
養
山
圓
乘
院
本
堂
修
築
の
記
。

當
山
は
、
建
久
年
閒
、
畠
山
重
忠
の
堂
宇
を
道
塲
村
に
剏
建
す
る
に
始
ま
る
。

中
世
の
四
百
季
、
幾
多
の
興
廢
を
經
る
。

慶
長
初
年
、
賢
明
上
人
、
伽
藍
を
當
所
に
移
す
。
中
興
の
祖
た
り
。

德
川
二
代
將
軍
秀
忠
公
、
寺
領
十
有
五
石
の
朱
印
を
附
す
。

爾
來
、
法
流
相
ひ
承
け
、
甍
楹
相
ひ
望
み
、
七
堂
輪
奐
た
り
。

文
久
二
壬
戌
季
、
二
月
十
六
日
、
回
禄
の
災
に
罹
り
、
闔
院
盡
く
灰
燼
に
歸
せ
り
。

同
年
九
月
、
第
二
十
六
世
尊
清
和
尚
、
伽
藍
の
再
興
を
企
圖
す
。

元
治
元
年
、
庫
裡
を
造
營
す
。

慶
應
三
年
、
本
堂
起
工
す
。
境
内
の
被
災
の
地
藏
杉
一
株
よ
り
、
柱
六
十
七
本
を
採
取
す
。

是
れ
現
本
堂
の
杉
柱
な
り
。

明
治
四
年
、
朱
印
上
地
、
工
半
ば
に
し
て
和
尚
遷
化
せ
り
。

同
十
六
年
、
第
二
十
七
世
榮
運
、
代
り
て
甍
を
調
へ
、
天
井
の
一
部
と
雨
戸
の
備
へ
と
を
な
す
。

と
と
の

翌
十
七
年
二
月
、
示
寂
せ
り
。

其
の
後
、
檀
徒
町
田
武
右
衞
門
中
村
重
次
郎
等
、
淨
財
を
募
り
て
力
を
造
營
に
盡
く
す
。
然
れ
ど
も
未
だ

完
備
に
至
ら
ざ
る
な
り
。

大
正
九
庚
申
年
秋
、
檀
徒
の
賛
助
を
得
て
、
屋
根
を
寶
形
に
改
め
、
天
井
を
修
合
す
。

廻
廊
其
の
他
の
造
作
以
っ
て
成
る
。
落
慶
入
佛
の
美
善
た
る
か
な
。
時
に
大
正
十
五
丙
寅
の
年
、
春
華
の

ら
つ
け
い

期
な
り
。

蓉
嶺
町
田
寅
吉
書
す
。

鐵
心
井
原
赤
太
郎
刻
す
。

●
人
物

○
大
僧
正
寂
如

不
詳
。

○
畠
山
重
忠

長
寛
二
（
一
一
六
四
）
年
か
ら
元
久
二
（
一
二
○
五
）
年
。
武
蔵
国
畠
山
郷
（
今
の
深
谷

市
畠
山
）
を
領
し
、
源
頼
朝
挙
兵
時
は
敵
対
し
た
が
、
の
ち
に
臣
従
。
各
地
を
転
戦
し
て
戦
果
を
あ
げ
、

鎌
倉
幕
府
創
業
の
功
臣
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
頼
朝
の
没
後
、
執
権
の
北
条
氏
と
対
立
し
、
討
た
れ
て
一
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族
共
々
滅
亡
し
た
。
武
勇
の
誉
れ
高
く
、
そ
の
清
廉
潔
白
な
人
柄
で
「
坂
東
武
士
の
鑑
」
と
称
さ
れ
た
。

埼
玉
県
に
ゆ
か
り
が
深
い
こ
と
か
ら
、
各
地
に
重
忠
が
ら
み
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

○
賢
明
上
人
、
尊
清
和
尚
、
榮
運
和
尚

円
乗
院
の
住
持
。

○
德
川
秀
忠

天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
か
ら
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
。
家
康
の
三
男
で
、
德
川
に
大

将
軍
。
幼
名
長
丸
。
豊
臣
秀
吉
の
諱
を
得
て
、
秀
忠
と
名
乗
る
。
慶
長
十
（
一
六
○
五
）
年
、
家
康
か
ら

将
軍
位
を
継
承
し
、
德
川
将
軍
体
制
が
確
立
し
た
。
家
康
の
死
去
ま
で
、
駿
府
江
戸
二
元
政
治
の
一
翼
を

担
う
。
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
、
将
軍
位
を
家
光
に
譲
る
が
、
大
御
所
と
し
て
実
権
を
握
っ
て
い
た
。

幕
府
の
基
礎
固
め
に
貢
献
し
た
。

○
町
田
武
右
衛
門
、
中
村
重
次
郎

不
詳
。

○
町
田
寅
吉

号
が
蓉
嶺
。
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「
デ
ジ
タ
ル
版
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
」
（
渋
沢
栄
一
記

念
財
団
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
渋
沢
が
題
額
を
揮
毫
し
た
「
吉
岡
翁
寿
碑
」
が
建
て

ら
れ
た
が
、
碑
文
は
「
埼
玉
県
屬
町
田
寅
吉
書
」
と
あ
る
。
埼
玉
県
庁
職
員
で
、
能
書
家
と
し
て
県
に
関

係
す
る
碑
文
や
公
文
書
を
書
く
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
た
ら
し
い
。

○
鐵
心
井
原
赤
太
郎

鉄
心
は
号
。
与
野
の
石
工
。
『
埼
玉
県
営
業
便
覧
』
（
一
九
○
二
）
「
與
野
町
」
の

「
上
町
」
西
側
（
長
伝
寺
の
は
す
向
か
い
）
に
「
石
工
井
原
赤
太
郎
」
が
見
え
る
。
彼
の
作
品
は
、
与
野

鈴
谷
天
神
社
の
「
凱
旋
記
念
碑
」
（
一
九
○
六
）
や
円
乗
院
の
「
本
間
金
藏
之
墓
」
（
一
九
一
九
）
な
ど

が
あ
る
。

●
注

○
建
久
年
閒

西
暦
一
一
九
○
年
か
ら
一
一
九
九
年
。

○
剏

創
に
通
じ
る
。
始
め
る
。

○
道
塲
村

今
の
さ
い
た
ま
市
桜
区
大
字
道
場
を
中
心
と
し
た
地
域
。

○
中
世

日
本
で
は
鎌
倉
室
町
時
代
（
鎌
倉
幕
府
開
府
一
一
九
二
年
か
ら
江
戸
幕
府
開
府
一
六
○
三
年
）
。

○
季

年
。

○
慶
長
初
年

西
暦
一
五
九
六
年
。

○
朱
印

朱
印
状
。
大
名
や
将
軍
が
発
行
し
た
公
文
書
で
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
。
秀
忠
か
ら
の
朱
印
状

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
い
ご
将
軍
か
ら
下
賜
さ
れ
た
朱
印
状
が
円
乗
院
に
残
さ
れ
て
い
る
（
丹
治
）
。

○
法
流

正
し
い
法
が
相
続
し
て
絶
え
な
い
こ
と
を
水
流
に
例
え
る
。

○
甍
楹

甍
は
、
瓦
葺
き
の
屋
根
。
楹
は
、
母
屋
の
正
面
に
あ
る
柱
。
建
築
物
を
象
徴
す
る
。

○
七
堂

寺
院
に
配
置
さ
れ
て
い
る
七
つ
の
堂
宇
。
仏
殿
、
方
丈
な
ど
。

○
輪
奐

建
物
が
壮
麗
な
さ
ま
。

○
文
久
二
壬
戌
季

西
暦
一
八
六
二
年
。

○
回
禄

伝
説
上
の
火
の
神
。
転
じ
て
火
災
。

○
闔

こ
ぞ
っ
て
。

○
企
圖

現
代
語
で
企
て
る
。

○
元
治
元
年

西
暦
一
八
六
四
年
。

○
庫
裡

七
堂
の
ひ
と
つ
で
寺
院
の
台
所
。
住
職
や
家
族
が
生
活
を
す
る
と
こ
ろ
。

○
慶
應
三
年

西
暦
一
八
六
七
年
。

○
明
治
四
年

西
暦
一
八
七
一
年
。

○
朱
印
上
地

朱
印
状
で
安
堵
さ
れ
て
い
た
土
地
。
円
乗
院
の
境
内
を
指
す
。

○
遷
化

高
僧
の
死
去
を
言
う
。
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○
同
十
六
年

西
暦
一
八
八
三
年
。

○
代

尊
清
和
尚
に
代
わ
っ
て
。

○
調

日
本
語
用
法
で
、
必
要
な
も
の
を
揃
え
る
。

○
翌
十
七
年

西
暦
一
八
八
九
年
。

○
示
寂

入
寂
と
も
。
仏
や
高
僧
の
死
去
を
言
う
。

○
造
作

日
本
語
の
用
法
で
、
家
を
作
る
こ
と
。

○
落
慶

落
慶
供
養
。
新
築
ま
た
は
修
築
し
た
仏
寺
の
工
事
が
完
成
し
た
時
に
行
う
、
喜
び
の
法
要
。

○
入
佛

入
仏
供
養
。
仏
像
を
寺
院
に
迎
え
て
安
置
す
る
た
め
に
営
む
法
要
。
堂
宇
の
修
繕
の
た
め
、
一

時
的
に
他
に
移
し
た
仏
像
を
復
す
る
遷
座
も
称
す
る
。

○
善
美

善
は
、
め
で
た
い
。
美
は
、
立
派
で
あ
る
。

○
大
正
十
五

西
暦
一
九
二
六
年
。

○
春
華
期

春
の
花
が
咲
く
時
期
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

◎
題
額

記
念
碑

大
僧
正
寂
如
が
書
し
た
。

時
に
年
八
十
。

◎
碑
記

【
碑
題
】

埼
玉
縣
北
足
立
郡
與
野
町
安
養
山
圓
乘
院
本
堂
修
築
の
記
。

【
創
建
】

当
山
は
、
建
久
年
閒
、
畠
山
重
忠
が
堂
宇
を
道
塲
村
に
創
建
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

【
中
世
】

中
世
の
四
百
年
間
は
、
い
く
た
び
も
の
興
廃
を
繰
り
返
し
た
。

【
賢
明
上
人
に
よ
る
中
興
】

慶
長
初
年
、
賢
明
上
人
が
、
伽
藍
を
当
所
の
与
野
に
移
し
た
。
彼
が
中
興
の
祖
で
あ
る
。

【
徳
川
将
軍
か
ら
の
朱
印
状
下
賜
と
繁
栄
】

德
川
二
代
將
軍
秀
忠
公
よ
り
、
寺
領
十
有
五
石
の
朱
印
状
を
付
与
さ
れ
た
。

そ
れ
よ
り
以
来
、
こ
こ
円
乗
院
で
は
、
仏
法
が
正
し
く
継
承
さ
れ
、
建
物
が
向
か
い
合
う
よ
う
に
立
ち
、

七
堂
伽
藍
が
壮
麗
に
聳
え
て
い
た
。

【
火
災
に
よ
る
被
害
】

と
こ
ろ
が
、
文
久
二
年
壬
戌
の
歳
の
二
月
十
六
日
、
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
、
す
べ
て
の
建
物
が
焼
け
落

ち
て
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

【
尊
清
和
尚
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
】

火
災
か
ら
数
ヶ
月
後
の
同
年
九
月
に
は
、
早
く
も
第
二
十
六
世
世
尊
清
和
尚
が
、
伽
藍
再
興
を
企
て
た
。

二
年
後
の
元
治
元
年
、
先
ず
庫
裡
を
造
営
し
た
。
こ
れ
で
住
職
一
家
の
拠
点
が
で
き
た
。

そ
の
三
年
後
の
慶
応
三
年
、
本
堂
再
建
の
工
事
を
始
め
た
。
境
内
に
あ
っ
て
被
災
し
て
い
た
地
藏
杉
一

株
か
ら
、
六
十
七
本
の
柱
を
採
取
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
本
堂
の
杉
柱
で
あ
る
。

そ
の
更
に
四
年
後
の
明
治
四
年
、
境
内
の
伽
藍
再
建
工
事
半
ば
に
し
て
、
尊
清
和
尚
は
遷
化
さ
れ
た
。



- 8 -

【
栄
運
和
尚
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
】

第
二
十
七
世
栄
運
和
尚
が
住
持
を
継
承
し
、
継
承
後
十
二
年
の
明
治
十
六
年
に
、
尊
清
和
尚
に
代
わ
っ

て
甍
を
調
達
し
、
天
井
の
一
部
を
修
復
し
、
さ
ら
に
雨
戸
の
備
え
を
し
つ
ら
え
た
。

し
か
し
栄
運
和
尚
も
、
そ
の
翌
年
の
同
十
七
年
二
月
に
、
示
寂
さ
れ
た
。

【
さ
ら
な
る
復
興
へ
の
取
り
組
み
】

そ
の
後
、
檀
徒
で
あ
る
町
田
武
右
衞
門
や
中
村
重
次
郎
等
が
、
寄
附
を
募
っ
て
造
営
に
力
を
尽
く
し
た
。

し
か
し
ま
だ
完
全
に
復
活
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

【
円
乗
院
の
大
宝
塔
の
復
活
】

大
正
九
年
庚
申
の
歳
秋
、
檀
徒
の
賛
助
を
得
て
、
屋
根
を
宝
形
に
改
め
、
天
井
を
修
合
し
た
。

【
完
成
と
落
慶
入
仏
法
要
】

や
が
て
廻
廊
そ
の
他
も
そ
ろ
い
、
円
乗
院
の
伽
藍
は
す
べ
て
完
成
し
た
。

挙
行
さ
れ
た
落
慶
法
要
と
入
仏
法
要
は
、
ま
こ
と
に
め
で
た
く
、
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
大
正
十
五
年
丙
寅
の
歳
、
春
の
盛
り
の
時
で
あ
っ
た
。

【
記
事
】

蓉
嶺
町
田
寅
吉
が
書
し
た
。

鐵
心
井
原
赤
太
郎
が
刻
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
一
與
野
領

◎
與
野
町
：
寺
院

○
圓
乘
院

「
新
義
眞
言
宗
、
京
都
仁
和
寺
末
、
安
養
山
西
念
寺
と
號
す
、
寺
領
十
五
石
の
御
朱
印
は
慶
長
一
九
年
に

附
せ
ら
る
、
當
寺
は
畠
山
重
忠
の
草
創
に
し
て
、
古
は
近
郷
道
場
村
に
あ
り
し
が
、
何
の
頃
に
や
當
所
に

移
せ
り
と
云
、
彼
道
場
の
村
名
も
當
院
に
あ
り
し
よ
り
起
こ
り
し
な
ど
、
語
り
傳
へ
り
、
重
忠
の
こ
と
は

道
場
村
金
剛
寺
の
條
に
出
た
れ
ば
併
せ
見
る
べ
し
、
本
尊
不
動
を
安
ず
、
中
興
の
僧
を
賢
明
と
云
、
元
和

五
年
十
月
十
二
日
示
寂
せ
り
」

＊
鐘
樓

「
鐘
銘
に
重
忠
の
草
創
せ
し
こ
と
を
ほ
ぼ
記
し
た
れ
ど
、
證
と
す
べ
き
こ
と
な
け
れ
ば
略
せ
り
」

→
こ
の
梵
鐘
は
昭
和
十
七
年
に
戦
争
の
た
め
に
供
出
。
今
の
梵
鐘
は
、
同
三
十
四
年
の
鋳
造
。

◎
道
場
村

「
道
場
村
は
上
峯
郷
水
判
土
庄
と
唱
ふ
、
村
名
の
起
り
を
尋
ぬ
る
に
建
久
年
中
と
か
や
、
畠
山
重
忠
當
所

の
土
中
よ
り
觀
音
の
像
を
得
た
り
、
依
て
一
宇
の
道
場
を
營
み
彼
像
を
安
ぜ
り
し
よ
り
、
村
の
名
に
も
呼

し
と
云
、
彼
道
場
は
今
與
野
町
な
る
圓
乘
院
に
て
、
後
年
移
轉
せ
し
と
も
又
村
内
の
金
剛
院
な
り
と
も
い

へ
ど
、
皆
據
と
す
べ
き
こ
と
な
し
」

：
寺
院

○
金
剛
寺

「
新
義
真
言
宗
、
與
野
町
圓
乘
院
の
末
、
安
養
山
と
號
す
、
本
尊
正
觀
音
惠
心
の
作
な
る
同
體
の
小
像
を

腹
籠
と
せ
り
、
相
傳
昔
當
所
に
大
伽
藍
あ
り
し
に
、
保
元
の
亂
に
兵
火
の
爲
に
烏
有
せ
り
、
其
後
建
久
年

中
畠
山
次
郎
重
忠
當
所
を
領
せ
し
と
き
、
土
中
よ
り
此
像
を
得
た
り
、
是
古
大
伽
藍
な
り
し
時
本
尊
な
ら
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ん
と
て
守
護
佛
と
な
し
、
當
寺
を
草
創
し
て
安
ぜ
り
と
、
中
興
開
山
は
賢
明
と
云
此
僧
本
寺
圓
乘
院
を
も

中
興
し
て
、
元
和
五
年
十
月
十
三
日
彼
院
に
於
て
示
寂
な
せ
り
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
巻
之
十

◎
與
野
町
：
仏
寺

○
圓
乘
院

「
縱
九
十
七
間
横
四
十
一
間
面
積
千
四
百
五
十
七
坪
町
の
南
方
に
あ
り
新
義
真
言
宗
仁
和
寺
の
末
な
り
（
以

下
「
風
土
記
稿
」
）
」

◎
道
場
村
：
仏
寺

○
金
剛
寺

「
竪
三
十
七
間
横
廿
間
面
積
六
百
八
十
七
坪
村
の
東
方
に
あ
り
新
義
真
言
宗
本
郡
與
野
町
圓
乘
院
の
末
な

り
（
以
下
「
風
土
記
稿
」）

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
与
野
市
史

近
代
資
料
篇
』
（
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
。

②
論
文
な
ど

・
丹
治
健
蔵
『
円
乗
院
《
与
野
》
（
さ
き
た
ま
文
庫
十
六
）』
さ
き
た
ま
出
版
会
、
一
九
九
○
年

＊
碑
文
翻
読
に
あ
た
り
、
大
東
文
化
大
学
の
権
田
瞬
一
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

以
上

二
○
二
五
年
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


